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第 I 編では，ホウ化ニッケル触媒 (Ni-B) をはじめ， ニッケルーリン触媒 (Ni-P) ，ラネーニッケ
ル触媒 (R-Ni)，分解ニッケル触媒 (D-Ni) など調製法の異なる種々のニッケル触媒の水素化活性，選
択性，耐毒性などの触媒特性を比較するとともに，それらの触媒の表面積，吸着水素，結晶性などを
測定した。さらに， X線光電子分光法 (XPS) により表面組成，電子状態などの表面状態を詳しく
調べ，これらの触媒ではニッケル金属と第二成分元素との間の電子移行により ニッケル金属の 3 d 


























ニッケル金属と第二成分元素との間の電子移行によって金属の 3 d 電子密度が変化すること，またこ
れが触媒の活性，選択性，耐毒性等にむける相違をよく説明できることを示したことが注目される。
さらにホウ化物触媒について，二元金属触媒の調製法と活性，選択性との関係を調べ，活性の増大に
は共沈法による調製が有利で、あり 選択性の向上にはホウ化物の表面を他の金属で修飾した金属塩修
飾ホウ化物の調製がよいことを明らかにした。第二編で、は酒石酸修飾ニッケル触媒によるアセト酷酸
メチルのエナンチオ面区別水素化反応について触媒の表面状態と区別性との関係を明らかにしている。
担体を用いないニッケル触媒の区別性についてはニッケルの平均結晶子径の増大と共に高くなること
を見出した。このことは修飾剤である酒石酸と反応物質が強くかっ規則正しく吸着するにはある程度
以上の大きさを持つニッケル原子集団の存在の必要性を意味し 触媒の区別性に重要な因子となるこ
とを示した。さらに担持ニッケル触媒の場合には，適当な大きさ(~10nm) の結晶子径を中心として
幅狭い分布をもっ触媒の調製が必要であるとの知見を得て，これよりニッケルーシリカ系の調製法を
開発し，これが活性，区別性ともに優れた触媒であることを示した。従ってこれらの知見は触媒化学
の分野において大きな貢献を与えるものであり，学位論文として充分価値あるものと認める。
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